
校舎東側のあじさいがきれいな紫色の花を咲かせています。

場所によって少しピンク色が濃かったり青みが強かったりと

同じ色のようで少しずつ違っていますが、どの色もそれぞれ

にきれいな色です。１年生の育てているあさがお、２年生の

育てている野菜の鉢と並んで、雨が降るとうれしそうです。

地域のみなさん お世話になりました
・５年生田植え体験 ６月６日（火）には好天に恵まれ、５年生が田植え

を体験しました。これまでも、種籾蒔きなどで出前授業をしてくださっ

ている手塚さんに教えていただきながら田植えをし、無事実施できたこ

とを祝う『早苗饗（さなぶり）』もいただき、貴重な体験となりました。

・３年生校外学習へ ６月８日（木）３年生は市内巡りに出かけました。

大中寺では『七不思議』を実際に見学し、皆川城址の展望台から市内の

様子も確認、体験を通して栃木市についての理解が深まりました。

・２年生まち探検 ６月９日（金）２年生が生活科の学習で、グループ

ごとに分かれて地域のいろいろな施設や工場・お店などを探検させてい

ただきました。地域のみなさんはもちろん、引率ボランティアのみなさ

んにも大変お世話になり、ありがとうございました。

・２年生収穫体験 ６月１３日（火）２年生は日ごろ給食でお世話になっ

ている都賀中学校栄養教諭の山根先生や産業振興課の青木さんたちと一

緒に、渡邉さんの畑でジャガイモの収穫体験を行いました。２９日の給

食カレーに使われ、お世話になった方との給食交流会でいただきました。

・１年生お手紙の授業 ６月２０日（火）合戦場郵便局の漆原局長さんの

出前授業で、１年生が手紙の届く仕組みを教えていただきました。次回

の校外学習で、自分たちが書いたはがきをポストに投函する予定です。

・２・４・６年生収穫体験 ６月２０日（火）川上さんの畑で２・４・６

年生がジャガイモ掘りをさせていただき、イモのお土産もいただきまし

た。６年理科の「光合成の実験」でも畑を使わせていただいています。

・６年生うづま荘訪問 ６年生は総合的な学習の時間に福祉について学ん

でいます。６月２７日（火）にはうづま荘を訪問し、工夫された施設・

設備を見学させていただき、入所者のみなさんと楽しく交流しました。

このようにたくさんの貴重な体験、ありがとうございました
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プール清掃・プール開き
６月８日（木）に５・６年生児童と先生方でプール清掃を行いました。

プールが見違えるほどきれいになりました。学校のため、みんなのために

と、進んで働いてくれる高学年に感謝です。

そして翌週１４日（水）にはプール開きを行いました。今年も事故無く練

習して、みんなが水泳のめあてを達成できるように、誓いをたてました。

夏休みにも開放日がありますので、進んで参加できるよう励ましの声か

けをよろしくお願いします。

感動の演劇鑑賞会

６月１５日（木）は「栃木県民の日」。給食も栃木県産の食材を

ふんだんに使ったメニュー、お昼の放送でも「県民の歌」と、栃木

県づくしでした。そして５・６時間目には『演劇鑑賞会』を行いま

した。演目は劇団歌舞人さんによる『アラジンと魔法のランプ』で

す。歌あり・踊りあり・笑いあり・あっと驚く演出あり、そして感

動ありで、子どもたちの心に残る鑑賞会となりました。

地域のみなさんと 奉仕活動！
６月１６日（金）に、日ごろお世話になっている地域や学校をきれ

いにしようと、『地域奉仕活動』を行いました。下校班ごとに、地域の

施設や公園、神社、公民館、あいあいプラザなどで、ゴミ拾いや草む

しりを行いました。ご協力いただきました、保護者や地域のみなさま

ありがとうございました。

ファミリー参観・懇談会 おせわになりました

６月２１日（水）はファミリー参観・学年懇談会に多数来校いただき、ありがとうございました。

保護者の方々に励ましていただき、子どもたちもとてもうれしそうでした。

不審者対応避難訓練・防犯教室
６月２３日（金）不審者の侵入を想定した「避難訓練」と栃木警察署

スクールサポータの方による「防犯教室」を行いました。

「防犯教室」では、登下校時の対応・不審車両からの声かけへの対応

・いざという時の大きな声の出し方など、代表児

童もロールプレイに参加して、具体的な方法を教えていただきました。

ＰＴＡリサイクル品回収ありがとうございました
６月２４日（土）の『ＰＴＡリサイクル品回収』では、地域のみなさまの

ご協力をいただき、大きなコンテナが何往復もするほどの回収となり、おか

げさまで２９５，５８２円の収益をあげることができました。貴重な益金は、

児童の教育環境の充実のために、大切に使わせていただきます。




